
 

News Release 

 令和元年８月２２日 

第３９回ダイオキシン＆ＰＯＰｓ国際会議について 

 

当社は、令和元年８月２５日～３０日の間、国立京都国際会館において開催される第３９

回ダイオキシン＆ＰＯＰｓ国際会議（主催: DIOXIN2019 国際会議組織委員会）において、Ｐ

ＣＢ特別セッションを環境省と共催し、日本における高濃度ＰＣＢ廃棄物の処理について発

表を行うほか、出展いたします。 

 
 

１．本会議は、1980 年以来毎年、医学、薬学、化学、工学、農学、生態学などの広い分野の

研究者が集い、ダイオキシン類や関連の残留性有機汚染物質（POPs）についての最新の研

究成果の報告を中心に情報交換や意見交換を行い、関連の学術分野の進歩、進展に貢献す

ることを目的とする有害化学物質汚染に関する世界的規模の国際会議です。 

 

２．昨年は、2018 年はクラクフ（ポーランド）で開催され、日本では、1986 年福岡、1994 年

京都、2007 年東京で開催されております。日本でのそれぞれの開催とともに、ダイオキシ

ン類対策や PCB 分解処理に関わる環境政策が推進されてきており、関係する対策技術の開

発、そして幅広い研究が進められてきています。 

 

３．本会議の参加等の情報はホームページに掲載されています。ご関心のある方はホームペ

ージ（http://www.dioxin2019.org/index.html（英語のみ））をご確認下さい。 

 

以上 

Japan Environmental Storage & Safety Corporation 

中間貯蔵・環境安全事業株式会社 

http://www.dioxin2019.org/index.html

